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評
議
員　

※
熊
谷　

吉
則　
（
関
川
町
）

　
　

〃　
　

※
佐
藤　

強
平　
（
粟
島
浦
村
）

　

平
成
27
年
度
の
理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い

て
の
決
定
事
項
と
し
て
、
会
長
は
２
年
ご
と
に

下
越
→
中
越
→
上
越
→
新
潟
市
の
順
で
選
出
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
長
は

　

令
和
4
・
5
年
度�

中
越
地
区

　

令
和
6
・
7
年
度�

上
越
地
区
（
今
年
度
会
長
）

　

令
和
8
・
9
年
度�

新
潟
市

　

令
和
10
・
11
年
度�

下
越
地
区

　

令
和
12
・
13
年
度�

中
越
地
区

　

令
和
13
・
14
年
度�

上
越
地
区
の
予
定
で
す
。

　

役
員
の
皆
様
か
ら
は
、
県
内
社
会
教
育
関
係

団
体
事
業
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

正
副
会
長
か
ら
は
、
新
潟
県
社
会
教
育
委
員
、

新
潟
県
同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
新
潟
県
図
書

館
協
議
会
、
新
潟
県
租
税
教
育
推
進
協
議
会
、

新
潟
県
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
等
の
委
員
も

務
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
1
回
理
事
会
・
評
議
員
会
が
5
月

17
日
㈮
に
行
わ
れ
ま
す
。
事
業
計
画
や
予
算
等

に
つ
い
て
協
議
す
る
予
定
で
す
。
協
議
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
6
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

◦
公
民
館
だ
よ
り
編
集
委
員

　

編
集
長　

五
井　

勇
二
（
事
務
局
長
）

　

編
集
委
員
は
、
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
1

名
、
上
越
地
区
1
名
、
中
越
地
区
2
名
、
下
越

地
区
1
名
、
新
潟
市
2
名
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

　

編
集
会
議
を
年
1
回
開
催
し
次
年
度
の
公
民

館
だ
よ
り
の
編
集
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
２
年
に
１
回
の
新
潟
県
公
民
館
連

合
会
の
役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。（
Ｒ

6
年
5
月
17
日
の
評
議
員
会
で
正
式
に
選
任
）

ま
た
、
市
町
村
の
代
表
公
民
館
の
館
長
の
異
動

も
あ
り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。（
※
は
新

任
の
館
長
）

　

会　

長　

※
長
谷
川
明
寿　
（
上
越
市
）

　

副
会
長　
　

波
塚　

一
朗　
（
加
茂
市
）

　
　

〃　
　
　

井
浦　

智
明　
（
新
発
田
市
）

　
　

〃　
　

※
辻
村　

理
恵　
（
新
潟
市
）

　

理　

事　

※
磯
貝　

恭
子　
（
糸
魚
川
市
）

　
　

〃　
　
　

樋
口　

具
範　
（
十
日
町
市
）

　
　

〃　
　
　

曽
根　

乗
知　
（
出
雲
崎
町
）

　
　

〃　
　
　

塚
野　

敏
之　
（
阿
賀
野
市
）

　
　

〃　
　
　

平
山　

祐
子　
（
村
上
市
）

　

監　

事　
　

久
保
田
千
昭　
（
小
千
谷
市
）

　
　

〃　
　
　

風
間　
　

章　
（
五
泉
市
）

　

評
議
員　
　

鴨
井　

敏
英　
（
妙
高
市
）

　
　

〃　
　
　

西
潟　

英
男　
（
南
魚
沼
市
）

　
　

〃　
　
　

青
柳　

洋
介　
（
魚
沼
市
）

　
　

〃　
　
　

窪
田　
　

守　
（
柏
崎
市
）

　
　

〃　
　

※
小
林　

和
幸　
（
三
条
市
）

　
　

〃　
　

※
増
田　

一
実　
（
見
附
市
）

　
　

〃　
　

※
前
山　

正
則　
（
燕
市
）

　
　

〃　
　

※
南
雲　
　

剛　
（
湯
沢
町
）

　
　

〃　
　
　

内
山　

純
一　
（
津
南
町
）

　
　

〃　
　
　

福
井　
　

明　
（
田
上
町
）

　
　

〃　
　
　

堀　
　

隆
行　
（
弥
彦
村
）

　
　

〃　
　
　

入
澤　

勇
太　
（
刈
羽
村
）

　
　

〃　
　
　

佐
久
間
伸
一　
（
胎
内
市
）

　
　

〃　
　
　

市
橋　

秀
紀　
（
佐
渡
市
）

　
　

〃　
　

※
宮
澤　

徳
昭　
（
聖
籠
町
）

　
　

〃　
　
　

石
川　

憲
明　
（
阿
賀
町
）

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

新
潟
県
公
民
館
連
合
会  

令
和
６
年
度
役
員
の
紹
介

令
和
６
年
度
役
員
の
紹
介

公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度＋傷害総合保険
【就業中のみの危険補償特約、
入院保険金支払限度日数変更特約
（支払限度日数180日）】

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 -636 -717（通話料無料） FAX : 0120 -226 -916（通話料無料）

公務文教営業部　文教室
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1 TEL 03-3349-4679（受付時間:平日9:00から17:00まで）

（受付時間:平日9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJ23-13019）2024年1月15日作成［2401K-○295］
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◎
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
コ
ー
ス

　

地
域
や
組
織
の
中
で
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に

更
な
る
資
質
向
上
を
図
り
た
い
方
が
対
象
。

　

※�

ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
の
各
講

座
の
中
か
ら
受
講
し
た
い
講
座
を
３
つ
ま
で
選
ん
で
受

講
し
ま
す
。

地
域
学
校
協
働
活
動
研
修
会

　

教
育
支
援
活
動
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
や
行
政
職
員
等
を
対

象
に
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
の
た
め
に
必
要
な

知
識
や
情
報
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

【
第
１
回
】
7
月
3
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
国
・
県
内
の
地
域
学
校
協
働
活
動
の
動
向
」

　

講
師
：
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課�

青
少
年
家
庭
教
育
係

「
地
域
学
校
協
働
活
動
の
意
味
と
展
開
」

　

講
師
：
廣
瀬�

隆
人�

様

（
一
般
社
団
法
人
と
ち
ぎ
市
民
協
働
研
究
会�

代
表
理
事
）

【
第
２
回
】
8
月
29
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
の
み

会
場
：
見
附
市
文
化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」

《
講
義
・
演
習
》

「『
等
話
』
を
身
に
つ
け
、

地
域
ぐ
る
み
で
子タ

どカ

もラ

を
育
て
よ
う
!!
」

　

講
師
：
松
田�

道
雄�

様
（
尚
絅
学
院
大
学�

教
授
）

【
第
３
回
】
10
月
30
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働
活
動
の
在
り
方
（仮）
」

　

講
師
：
調
整
中

（
国
立
教
育
政
策
研
究
所�

社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
）

研
修
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

（
０
２
５
︱

２
８
４
︱

６
１
１
０
）
ま
で

◎
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
職
員
と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
し
た
い
方
が
対
象
。

　

※�

第
１
回
及
び
第
２
回
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
と
同
時

開
催
と
な
り
ま
す
。

【
第
１
回
】
6
月
7
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
対
話
を
深
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
基
本
ス
キ
ル
を
学
ぶ
」

　

講
師
：
阿
宮�

由
子�

様
（
由
遊
ぐ
ら
ふ
）

【
第
２
回
】
7
月
22
日
（
月
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
生
涯
学
習
時
代
の
社
会
教
育
と
成
人
学
習
支
援

―�

考
え
方
と
実
際�

―
」

　

講
師
：
渡
邊�
洋
子�

様
（
新
潟
大
学
創
生
学
部�

教
授
）

【
第
３
回
】
8
月
7
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
社
会
教
育
は
何
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か

―�

人
生
100
年
時
代
とS

ociety5.0

の
真
っ
只
中
で�

―
」

　

講
師
：
三
瓶�

千
香
子�

様
（
桜
の
聖
母
短
期
大
学�

教
授
）

【
第
４
回
】
9
月
12
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「『
公
民
館
回
想
法
』
で
地
域
を
つ
な
ぐ
」

　

講
師
：
西
村�

優
貴�

様

（
公
益
財
団
法
人
奈
良
市
生
涯
学
習
財
団�

都
跡
公
民
館
）

「
一
人
一
学
習
、
一
ス
ポ
ー
ツ
、
一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　

講
師
：
内
山�

純
一�

様
（
津
南
町
公
民
館�

館
長
）

社
会
教
育
関
係
職
員
等
研
修
会

　

社
会
教
育
関
係
職
員
や
社
会
教
育
委
員
等
を
対
象
に
地
域

づ
く
り
の
拡
充
や
推
進
の
た
め
の
理
論
や
実
践
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

◎
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス

　

新
た
に
配
属
さ
れ
た
方
、
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
関
係
職

員
と
し
て
の
経
験
が
浅
い
方
が
対
象
。

【
第
１
回
】
6
月
7
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
対
話
を
深
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
基
本
ス
キ
ル
を
学
ぶ
」

　

講
師
：
阿
宮�

由
子�

様
（
由
遊
ぐ
ら
ふ
）

【
第
２
回
】
7
月
22
日
（
月
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
生
涯
学
習
時
代
の
社
会
教
育
と
成
人
学
習
支
援

―�

考
え
方
と
実
際�

―
」

　

講
師
：
渡
邊�

洋
子�

様
（
新
潟
大
学
創
生
学
部�

教
授
）

【
第
３
回
】
10
月
24
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
告
知
や
募
集
に
役
立
つ
〝
伝
わ
る
チ
ラ
シ
〟
の
作
り
方
」

　

講
師
：
佐
藤�

麻
記
子�

様
（S

atom
a�P
R
&
design

）

【
第
４
回
】
11
月
13
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
」

　

講
師
：
山
田�

乙
葉�

様
（
オ
ー
ト
ゥ
ワ
ー
ド
）

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

生
涯
学
習
指
導
者
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　
今
年
度
、
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
研
修
会
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。

　
申
込
み
は
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
』
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

特集
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【
第
１
回
】
5
月
8
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ

「Z
oom

研
修
（
初
級
編
：
基
本
的
なZ

oom

の
使
用
方
法
）」

【
第
２
回
】
5
月
30
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ

「Zoom

研
修
（
ホ
ス
ト
編
：
オ
ー
デ
ィ
オ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

を
使
っ
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
）」

【
第
３
回
】
6
月
20
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ

「
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

使
っ
て
み
よ
う
講
座
の
作
り
方
」

【
第
４
回
】
7
月
18
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ

「
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

（
チ
ラ
シ
の
作
成
、
会
議
議
事
録
の
自
動
編
集
等
）」

【
第
５
回
】
10
月
16
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ

「G
oogleW

orkspace

の
活
用
」

デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
研
修
会

　

学
校
教
職
員
や
社
会
教
育
関
係
職
員
等
を
対
象
に
、
デ
ジ

タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
理
論
や
実
践
を
学
ぶ
機

会
を
提
供
し
ま
す
。

【
第
１
回
】
6
月
6
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
最
新
情
報
」

　

講
師
：
大
久
保�

真
紀�

様

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
第
２
回
】
8
月
1
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
在
り
方
」

　

講
師
：
一
戸�

信
哉�

様

（
敬
和
学
園
大
学�

人
文
学
部�

国
際
文
化
学
科�

教
授
）

【
第
３
回
】
11
月
29
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

《
講
義
・
実
践
発
表
》

「
実
践
発
表
と
情
報
交
換
」

　

講
師
：
大
久
保�

真
紀�

様

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

【
第
１
回
】
5
月
24
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

《
講
義
・
演
習
》

「
新
潟
県
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
現
状
」

　

講
師
：
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課�

青
少
年
家
庭
教
育
係

「
現
代
の
家
庭
教
育
の
課
題
と
家
庭
教
育
支
援
」

　

講
師
：
田
中�

理
絵�

様（
西
南
学
院
大
学�

人
間
科
学
部�

教
授
）

【
第
２
回
】
7
月
11
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
地
域
で
発
達
の
気
に
な
る
子
ど
も
と
そ
の
親
を
支
え
る
」

　

講
師
：
本
間�

優
子�

様

（
新
潟
青
陵
大
学�

福
祉
心
理
子
ど
も
学
部�

准
教
授
）

【
第
３
回
】
9
月
18
日
（
水
）
Ｐ
Ｍ�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

《
講
義
・
演
習
》

「
家
庭
教
育
支
援
に
活
か
す
コ
ー
チ
ン
グ
」

　

講
師
：
土
田�

陽
子�

様

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン�

理
事
）

【
第
４
回
】
11
月
22
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ�

対
面
・
オ
ン
ラ
イ
ン

《
講
義
・
演
習
》

「
子
ど
も
の
心
理
・
親
の
心　

―�

支
援
が
届
く
た
め
に�

―
」

　

講
師
：
碓
井�
真
史�

様

（
新
潟
青
陵
大
学�

福
祉
心
理
子
ど
も
学
部�

教
授
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
会

　

主
に
行
政
担
当
者
、
公
民
館
主
事
を
対
象
に
、
実
務
に
生

か
せ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
操
作
に
つ

い
て
理
論
や
実
践
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
受
講
者
が

講
師
と
し
て
活
躍
で
き
る
研
修
を
目
指
し
ま
す
。

　

※�

基
本
的
に
対
面
形
式
（
１
階
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
研
修
室
）

で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
講
師
は
、
当
セ
ン
タ
ー
社
会

教
育
主
事
が
務
め
ま
す
。

家
庭
教
育
研
修
会

　

市
町
村
家
庭
教
育
担
当
職
員
向
け
に
家
庭
教
育
支
援
の
必

要
性
や
行
政
の
役
割
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
う
ほ
か
、
家

庭
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
向
け
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

◎
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス

　

市
町
村
担
当
者
や
家
庭
教
育
支
援
の
担
い
手
と
し
て
の
心

構
え
を
学
ぶ
研
修
会
。

【
第
１
回
】
5
月
24
日
（
金
）
Ｐ
Ｍ�
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

《
講
義
・
演
習
》

「
新
潟
県
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
の
現
状
」

　

講
師
：
県
教
育
庁
生
涯
学
習
推
進
課�

青
少
年
家
庭
教
育
係

「
現
代
の
家
庭
教
育
の
課
題
と
家
庭
教
育
支
援
」

　

講
師
：
田
中�

理
絵�

様（
西
南
学
院
大
学�

人
間
科
学
部�

教
授
）

【
第
２
回
】
6
月
27
日
（
木
）
Ｐ
Ｍ�

オ
ン
ラ
イ
ン
の
み

《
実
践
発
表
・
講
義
・
演
習
》

「
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
の
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ
」

発
表
者
：
川
口�

ゆ
か
り�

様

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
ぁ
み
り
ぃ
・
ら
ぼ
代
表
）

発
表
者
：
星
野�

栄
子�

様

（
南
魚
沼
市
だ
ん
ぼ
の
部
屋
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

「
子
ど
も
が
育
つ
／
子
ど
も
を
育
て
る
地
域
づ
く
り

―�

家
庭
教
育
支
援
が
果
た
す
役
割�

―
」

　

講
師
：
小
池�

由
佳�

様
（
新
潟
県
立
大
学
人
間
生
活
学
部�

教
授
）

◎
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　

講
師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
指
導
・
支
援
で
き
る
よ
う
な

実
践
的
な
指
導
法
を
学
ぶ
研
修
会
。

　

※�

第
１
回
は
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
と
同
時
開
催
と
な
り

ま
す
。
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用
意
し
た
お
題

を
み
ん
な
で
カ

キ
カ
キ
！
集
中

の
あ
ま
り
沈
黙

に
な
り
シ
ー
ン

と
な
る
時
も
あ

り
ま
す
が
、
一

人
「
は
っ
〜
！
」
と
大
き
な
た
め

息
を
は
く
と
一
同
笑
い
が
お
き
み

ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま
り
ま

す
。
水
彩
絵
の
具
を
使
っ
て
の
自

由
な
色
彩
も
作
品
を
引
き
立
て
ま

す
。
描
き
終
わ
っ
た
あ
と
の
テ
ー

ブ
ル
上
の
作
品
を
見
て
皆
さ
ん

ロ
々
に
褒
め
ち
ぎ
り
ま
す
。

　

昨
年
11
月
の
加
治
川
地
区
公

民
館
ま
つ
り
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作

す
。
筆
ペ
ン
で
「
お
の
れ
」
の
字

を
書
く
の
で
す
。
己
を
書
く
な
ん

て
大
袈
裟
で
す
が
自
分
ら
し
く
常

識
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
楽
し

く
描
く
の
で
す
。
己
書
に
は
上
手

い
下
手
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

加
治
川
地
区
公
民
館
で
は
現
在

月
に
1
回
火
曜
日
と
木
曜
日
に
幸

座
を
ひ
ら
い
て
い
ま
す
。
生
徒
さ

ん
の
受
講
回
数
に
応
じ
て
師
範
の

品
を
持
ち
寄
り
フ
レ
ー
ム
に
入
れ

た
り
手
作
り
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に

飾
っ
た
り
自
由
に
レ
イ
ア
ウ
ト
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
自
宅
か
ら

季
節
の
花
や
作
品
を
引
き
立
て
る

さ
ま
ざ
ま
な
物
を
持
っ
て
き
て
く

れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
自

由
に
楽
し
ん
で
長
く
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
己
書
の
幸
座

で
味
の
あ
る
字

を
描
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
手
ぶ

ら
で
オ
ッ
ケ
ー

で
す
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
師
範　

軽
部　

則
子�

記
）

日
本
己
書
道
場

己
書�

楽
笑
り
ー
ふ
ぁ
道
場

（
新
発
田
市
）

　
「
お
の
れ
し
ょ
」
っ
て
ご
存

知
で
す
か
「
己
書
」
と
書
き
ま

〜今後の会議予定〜
新潟県公民館連合会会計監査
　日時：令和6年5月9日㈭　10：50～
　会場：新潟市中央公民館　5階会議室

新潟県公民館連合会第1回理事会及び第1回評議員会
　日時：令和6年5月17日（金）
　　　　理事会　10：00～	 評議員会　13：30～
　　　　終了後　第3回関ブロ大会実行委員会
　会場：新潟市中央公民館
　　　　理事会303講座室	 評議員会303・304講座室

関東甲信越静公民館連絡協議会（関ブロ）第1回理事会
　日時：令和6年6月14日（金）12時～
　会場：上越市　デュオセレッソ
　　　　（関ブロ大会情報交換会場）
　内容：令和5年度事業報告・会計決算報告について
　　　　令和6年度事業計画・予算案について
　　　　	令和6年度全公連優良職員・永年勤続表彰の推薦

について
　　　　令和6年度関ブロ公民館研究大会
　　　　新潟大会（11月7日・8日上越市）について

め
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
各

種
会
合
の
都
度
、
求
め
ら
れ
る
公

民
館
の
イ
メ
ー
ジ
と
現
実
の
狭
間

で
、
う
ま
く
考
え
が
ま
と
ま
ら
ず
、

も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
り
も
し
て

き
ま
し
た
。

　
「
住
民
が
抱
く
公
民
館
イ
メ
ー

ジ
の
か
つ
て
と
今
は
」

　

公
民
館
が
提
唱
さ
れ
て
か
ら
70

年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
公
民

館
本
来
の
役
割
を
認
識
し
つ
つ
、

現
状
を
十
分
踏
ま
え
た
中
で
、
時

代
に
即
し
た
公
民
館
の
在
り
方
を

模
索
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち

社
会
教
育
に
携
わ
る
者
に
と
っ

て
、
今
と
て
も
必
要
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

館
の
こ
れ
か
ら
を
目
指
す
べ
き
と

こ
ろ
、
そ
れ
に
向
か
う
取
組
に
つ

い
て
ま
で
は
考
え
が
及
ば
な
い
と

い
う
の
が
率
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
社
会
的
な
課
題

か
ら
生
じ
る
住
民
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
し
、
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る
役

割
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
当

市
で
は
、
新
た
な
生
涯
学
習
施
設

を
求
め
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
あ
っ
て

も
、
公
民
館
の
対
外
的
な
認
知
度

は
、
ど
ん
ど
ん
低
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
は
令
和
4
年
度
、
5
年
度
と

県
公
民
館
連
合
会
副
会
長
、
下
越

地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
を
務

　

胎
内
市
中
央
公
民

館
長　

佐
久
間　

伸
一

　
「
地
域
住
民
の
た
め
に
社
会
教

育
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
」、
こ

れ
が
社
会
教
育
に
関
わ
っ
て
き
て

思
う
私
の
公
民
館
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
。

　

胎
内
市
に
は
公
民
館
が
2
館
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
築
47
年
以

上
経
過
し
て
お
り
、
建
物
の
老
朽

化
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
配
置
職
員

も
、
正
職
員
1
名
、
会
計
年
度
任

用
職
員
1
名
の
計
2
名
の
み
で
十

分
な
体
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

状
は
、
貸
館
の
た
め
の
施
設
の
維

持
管
理
、
社
会
教
育
関
係
団
体
の

活
動
支
援
等
が
最
優
先
と
な
っ
て

お
り
、
本
来
イ
メ
ー
ジ
す
る
公
民
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農
協
ま
つ
り

　

新
米
や
新
鮮
な
地
元
野
菜
の
即
売
会
を
行
い
大
好
評
で
し

た
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
販
売
も
あ
り
、
美
味
し

そ
う
な
匂
い
に
誘
わ
れ
て
長
蛇
の
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

体
験
コ
ー
ナ
ー

　

作
法
も
学
べ

る
茶
道
体
験
や

実
際
に
粘
土
を

ろ
く
ろ
で
回
す

陶
芸
体
験
な
ど
、

貴
重
な
体
験
が

出
来
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
昔

の
遊
び
や
将
棋

体
験
、
ア
ク
セ
サ

リ
ー
作
り
や
ロ

ボ
ッ
ト
体
験
な

ど
た
く
さ
ん
の
体
験
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
中
で
も
毎
年
大
人

気
な
の
が
ド
ロ
ー
ン
体
験
で
す
。
初
め
て
触
っ
た
子
供
達
も

最
後
は
レ
ー
ス
で
戦
え
る
位
に
上
達
し
て
い
ま
す
。
真
剣
な

表
情
か
ら
始
ま
り
、
レ
ー
ス
後
に
は
最
高
の
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
出
店
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
た
く
さ
ん
出
店
し
て

頂
き
、
秋
晴
れ
の
中
を
大
勢
の
方
に
来
場
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
更
に
発
展
し
、
笑
顔
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ラ
ピ
カ
」

ス
ポ
ー
ツ
文
化
部　

渡
辺�

阿
里
沙

　

こ
の
日
を
励
み
に
練
習
や
作
品
作
り
を
頑
張
っ
て
い
る
方

も
多
く
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
感
動
に
出
会
え
る
瞬
間
で
す
。

こ
の
時
期
は
文
化
協
会
に
入
会
し
た
い
と
問
い
合
わ
せ
も
多

く
な
り
、
今
年
度
は
3
団
体
が
新
た
に
仲
間
入
り
し
て
賑
や

か
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
康
展
・
環
境
展

　

健
康
展
は
野
菜

摂
取
量
や
血
管
年

齢
な
ど
様
々
な
測

定
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
、
毎
年
大
人
気

で
す
。

　

食
生
活
や
生
活

習
慣
病
関
係
の
展

示
の
他
、
食
生
活

改
善
推
進
委
員
協

議
会
の
試
食
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
実

際
に
感
じ
て
学
べ

る
事
で
意
識
の
改

善
に
繋
げ
て
い

ま
す
。

　

環
境
展
は
地
球

温
暖
化
防
止
活
動

啓
発
コ
ー
ナ
ー
を

行
い
、
み
な
さ
ん

の
意
識
調
査
を
ア

ン
ケ
ー
ト
し
た
り
、

活
動
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
4
日
㈯
・
5
日
㈰
に
刈
羽
村
文
化
祭
を
行

い
ま
し
た
。
刈
羽
村
文
化
協
会
と
連
携
し
、
地
元
住
民
の
方

に
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

芸
能
発
表
や
作
品
展
示
の
他
に
、
地
域
の
様
々
な
団
体
に

協
力
し
て
頂
き
、
健
康
展
・
環
境
展
・
農
協
ま
つ
り
・
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
一
緒
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
色
々
な
世
代
の
方
が
一

緒
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

芸
能
発
表
会
・
作
品
展
示

　

刈
羽
村
文
化
協
会
を
始
め
、
地
元
の
小
中
学
生
や
大
学
生
、

一
般
か
ら
も
参
加
を
募
り
ま
し
た
。

作 品 展 示

芸能発表会

環　境　展 健　康　展

陶 芸 体 験

刈
羽
村
文
化
祭

�

刈
羽
村
公
民
館
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素顔拝見素顔拝見

編集後記

インフォメーションインフォメーション

No.830� 令和6年4月25日

　

令
和
6
年
11
月
7
日
、
8
日
に
関
東
甲
信
越
静
（
関
ブ
ロ
）
公
民
館
研
究
大

会
新
潟
大
会
が
上
越
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
関
ブ
ロ
公
民
館
連
絡

協
議
会
の
事
務
局
が
開
催
県
の
新
潟
県
に
き
ま
す
。
そ
し
て
新
潟
県
公
民
館
連

合
会
の
会
長
が
関
ブ
ロ
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
会
長
と
全
国
公
民
館
連
合
会
の

理
事
に
就
任
し
、
大
変
多
用
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
ま
で
あ
っ
た
上
・
中
・
下
越
教
育
事
務
所
の
社
会
教
育
課
が

廃
止
さ
れ
、
県
庁
の
生
涯
学
習
推
進
課
に
社
会
教
育
支
援
係
が
新
設
さ
れ
、
そ

こ
に
業
務
の
一
部
が
移
管
さ
れ
ま
す
。
公
民
館
関
係
へ
の
支
援
が
手
薄
な
る
と

予
想
さ
れ
、
そ
の
支
援
も
今
年
度
限
り
と
の
話
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
負
担
金
が
減
額

に
な
る
市
町
村
も
あ
り
、
新
潟
県
公
連
は
財
政
面
で
も
苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

事
務
局
の
愚
痴
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
五
井
）

　

三
条
市
三
条
東
公
民
館

�

小
林　

裕
美
子
さ
ん

　
　

三
条
東
公
民
館
に
勤
務
し
て
3
年
目

の
小
林
裕
美
子

さ
ん
。
毎
朝
、

伸
び
や
か
な

「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
！
」

と
い
う
挨
拶

と
、
優
し
い
笑
顔
で
、
利
用
者
の
心
を
明

る
く
し
て
い
ま
す
。

　

テ
キ
パ
キ
と
何
で
も
こ
な
せ
る
ス
ー

パ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
仕
事
も
早
く
、「
え
っ
、

も
う
？
」
と
思
う
間
に
ノ
ル
マ
を
達
成
し

て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
者
講
座
を
担
当
し

て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
や
メ
デ
ィ
ア
等
、

い
つ
も
色
々
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
テ
ナ
を

張
っ
て
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
受
講
生
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
2
児
の
母
。
子

育
て
に
仕
事
に
、
い
つ
も
ハ
キ
ハ
キ
と
頑

張
っ
て
い
ら
れ
ま
す
。
勤
務
が
終
わ
っ
て

夜
に
な
る
と
、
美
味
し
い
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！

☆
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
コ
ツ
だ
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
持
ち
前
の
明
る
さ
と
地
元

愛
を
発
揮
し
、
市
民
の
た
め
に
ま
す
ま
す

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

〔
三
条
市
三
条
東
公
民
館　

髙
橋
藍
子�

記
〕

　公民館だよりは偶数月の25日をめどに、年6回
発行しています。個人購読などで印刷物でも発行し
ていますが、主にはPDFデータで新潟県内の各市町
村、関東甲信越地域の各都県の公民館連合会などに
配信しています。各市町村の代表公民館から印刷物
やデータで、各地区館・分館、公民館運営審議委員、
教育委員会の各部署などに届けてもらっています。
合わせると800部近い発行になっています。毎回広
告の欄もあり、広告の掲載もお待ちしています。

令和6年度公民館だより執筆予定です。
よろしくお願いいたします。
◆公民館だより原稿執筆担当一覧（830号～835号）
　令和6年4月号～令和7年2月号

月　号 視点 ひろば サークル
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シリーズ
R6年
� 4月

事務局で
依頼 新発田市 三条市 刈羽村

� 6月 妙高市 柏崎市 五泉市 南魚沼市

� 8月 事務局で
依頼 佐渡市 湯沢町 十日町市

� 10月 新潟市 加茂市 魚沼市 阿賀町

� 12月 事務局で
依頼 小千谷市 弥彦村 胎内市

R7年
� 2月 村上市 出雲崎町 阿賀野市 上越市

〔発行所〕新潟県公民館連合会　〔発行人〕会長��長谷川明寿　〔編集人〕事務局長��五井勇二　〔Eメール〕ni-koren@juno.ocn.ne.jp
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印刷／有限会社東京プリント社�〒951-8141�新潟市中央区関新1-2471�TEL025-233-2211�FAX025-265-4858� 【定価１部160円　〒共・年間960円】

１個￥2,000～（税・送料込み）
団体36名まで対応可能です！

ミニ鬼瓦手作り
体験が楽しめる。○映像　○インフォグラフィック　○鬼瓦　○安田瓦屋根（実物）などを新設！

2024年春 展示室 リニューアルオープン

皆様のご来館をお待ちしております。

〒959-2221　阿賀野市保田7372
■TEL：0250-68-2112
■入館無料　　■無料駐車場：23台
■営業時間：9：00～17：00　■定休日：不定休

安田瓦の魅力を届ける体験施設！

（安田瓦協同組合）
にいがた瓦館 かわらティエ


